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雜 報

〓 賀陽 宮殿 下御 成　 賀陽宮殿下は御西下の途次學術獎勵の爲め岡山醫科大學に御成に決定し本月16

日午後1時30分 同學に御着直ちに教職員に賜謁引續き奥島教授の藥物實驗を台覧に供し終て別項の剣道大

會に御臨場30餘 分御觀覧遊ばされ同學倶樂部に於て暫時御休憩の上午後3時15分 同學を御出發あらせら

れたり

人 事

岡山醫科大學助 教授　 松 尾 義 雄

陞敍高等官六等(六 月二十九日)

敍 正七位　 從七位　 松 尾 義 雄

(六目二十九日)

岡山醫科大學助教授　 松 尾 義 雄

依 願免本官(六 月二十九日)

岡山醫科大學助教授　 松 尾 義 雄

本俸 十級 俸下賜(六 月二十九日)

岡山醫科大學教授　 柿 沼 昊 作

陞 叙高等官 三等(七 月一 日)

岡山醫科大學 助教授　 田 川 蝉 太 郎

本俸 五級 俸下賜

岡山醫科大學助教授　 筒 井 徳 光

本俸 八級 俸下賜(七 月一 日)

衛生技師　 安 原 節 太 郎

六級俸 下賜

(六月三十日)

熊本醫科大學助教授　 布 上 正 則

本俸六級俸 下賜

(七月七 日)

叙 正七位　 從七 位　 武 田 縫 次

(六月十五日)

九州帝國大學教授　 庄 司 義 治

本俸五俸級 下賜

(七目九 日)

呉 海軍 病院部員海軍軍醫大尉　 廣 川 濟

補呉 海軍港務部軍醫長兼攝津軍醫長

(七目十六日)

○赤井左一郎　豫て歐米各國に出張中の岡山醫科大學附屬醫院藥局長赤井左一郎君は去6月30日 無事歸

朝せられたり

○吉中佳辰夫君　 は豫て岡山醫科大學柿沼内科教室に勤務し居られしか令般神戸市市立東山病院に轄勤せ

られたり

○松 田 國 重君　 は今般大阪市東成區中道元町一ノ七に於て開業せられたり

○吉本 精 一君　 は今般岡山醫科大學稻田内科教室を辭し本縣都窪郡妹尾町に於て開業せられたり

○内田茂 雄君　 は令般岡山醫科大學皮膚科泌尿器科教室を寮し山ロ縣宇部市東區神原町二丁目に於て開

業せられたり

〓 學 位 授 與　 豫 て論 文を岡山醫科大學に提出 し學 位を請求 し居 られ し渡邊傳二,井 上達,高 橋謙3君

のは本年5月4日 の教授會 を遙過 し6月30日 に志波敍逸,桑 名省 郎,宮 本種美3君 のは5月18日 の教授

會 を通過 し本月10日 敦れ も醫學 博士の學 位を授與せ られた り其主論 文及び参 考論文 は左の如 し

渡 邊 傳 二 君

主 論 文

實驗的結核感染 ニ對スル網 状織内被 細胞系統 ノ意義 ニ就テ(日 本外 科學 會雜誌第31囘 第5號 ニ發

表 セ リ)
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参 考 論 文

1.骨 髓内「ビ リルピ ン」生成 ニ關 スル實驗的研究(東 京醫事新誌 第2689號 ニ發表セ リ)

2.別 脾後 ニ於 ケル骨髓 ノ組織學 的變 化 ニ就テ(本 誌第42年 第9號 ニ發表 セ リ)

3.泉 外科教 室ニ於 ケル胃癌 ノ統計的觀察(本 誌第42年 第8號 ニ發表 セ リ)

4.膵 驗嚢腫 ニ就テ(「 グ レンツゲビート」第3年 第4號 ニ發表 セ リ)

5.乳 腺結核 ノ2例(「 グレンツゲピート」第1年 第4號 ニ發表 セ リ)

6.左 側悪 性副腎腫 ノ右臀 部 ヘノ轉移 例(本 誌 第43年 第2號 ニ發表 セ リ)

井 上 達 君

主 論 文

破傷 風毒素 抗毒間 ノ沈 降反應 ニ就テ ノ研 究 (岡 山醫科大學 歐 文業第2巻 第3號 ニ發表 セ リ)

参 考 論 文

1.抗 原竝 ニ抗 體 ノ膽汁 内出現 ニ就テ(本 誌第42年 第9號 ニ發表 セ リ)

2.「 パ ンクレ アチン」ノ「バ クテ リオ フアー ジ」誘 發性 与就 テ(本 誌第41年 第1號 ニ發表セ リ)

3.「 バ クテ リオ トロピ ン」ノ分離 ニ就 テ(本 誌第42年 第10號 ニ發表 セ リ)

4.板 戸,硝 子戸,襖,障 子ニ ヨル保温 ノ比較(本 誌第43年 第7號 ニ發 表セ リ)

5.結 核菌沈 降反應 ニ就 テ(本 誌第43年 第8號 ニ發表 ノ豫定)

高 橋 謙 君

主 論 文

其1.大 山椒 魚幼生 ニ於 ケル眼裂發生 ノ形態學的研究(「 フオ リヤ.ア ナ トミカ.ヤ ボ ニカ」第8巻

第6號 ニ發表 セ リ)

其2.十 姉妹胎兒 ニ於 ケル眼裂 ノ閉鎖 ニ就 キテ (岡山醫科大學歐文業府第2巻 第1號 ニ發表セ リ)

其3.豚 胎兒 ニ於 ケル視神經乳頭原基 ノ發生 ニ就キテ(「 フオ リヤ.ア ナ トミカ.ヤ ボニ カ」第9巻

第2號 ニ發表 ノ豫定)

参 考 論 文

1.外 傷性虹彩嚢腫 ノ2例(中 央 眼科醫報 第23巻 第2號 ニ發表セ リ)

2.牛 眼手術後 ニ發 セル交 感性乳 頭網膜炎 ノ一治 驗例 附.白 内障手術 後 ニ於 ケル交感性 眼炎 ノ1

臨 黙例(中 央 眼科醫報第23巻 第1號 ニ發表 セ リ)

3黴 毒性腎炎性網膜炎 ニ就キテ(眼 科臨牀醫 報第26年 第1號 ニ發表セ リ)

志 波 敍 逸 君

主 論 文

副 腎別 出ガ肝,筋 肉「グ リコーゲ ン」及ビ血糖最竝 ニ血中「コレステ リン」量 ニ及 ボス影響 ニ就 テ(本

誌第41年 第10號 ニ發表 セ リ)

参 考 論 文

1.生 體 内肝臓「グ リコゲーン」集成 ニ關 スル實驗 的研究(醫 學研 究第3巻 第6脇 ニ發表 セ リ)

2.諸 種臓器多糖類分解 作用 ニ就テ(醫 學 研究第3巻 第4號 ニ發表 セ リ)

桑 名 省 郎 君

主 論 文

1.免 疫體 ヨ リ觀 タル遊離腸過敏症 ニ就テ(本 誌第43年 第2號 ニ發 表セ リ)

2.家 兎過敏症(血 壓 ニ依 ル)ト 沈降 反應 トノ關係ニ就テ(岡 山醫科大學歐文業府第2巻 第4號 ニ

發 表 ノ豫定)
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参 考 論 文

1.抗 體分離方法 ノ比後研究(特 ニ使用抗 原量竝 ニ高張食鹽水 ニ於 ケル分離 ニ就 テ)(本 誌第43年

第7號 ニ發表セ リ)

2.蔗 糖液 ノ免疫反應及 ビ補體 ニ及 ボス影響 ニ就テ(本 誌第43年 第8號 ニ發表 ノ豫定)

3.實 地醫家 ニ必要 ナル「ニ トロ 」反應 ニヨル尿路感染識別 法(東 京醫事新誌第557號 ニ發表 セ リ)

宮 本 種 美 君

主 論 文

藥 剤中毒 ニヨル聽器 障碍 ノ病理 ニ闘 スル實驗的研究(岡 山醫科大學 歐文 業府第2巻 第2號 ニ發表

セ リ)

参 考 論 文

1.迷 路内淋巴液 ノ由來 ニ就テ(昭 和6年7月 大 日本 耳鼻咽喉 科會 々報 ニ發表 ノ豫定)

2.聽 神經 節細胞 内 ノ色素 顆粒 ニ就テ(大 日本耳鼻咽喉科會 々報第36巻 第7號 ニ發表セ リ)

3.聽 紳經節細胞 内ノ脂肪顆粒 二就テ(大 日本耳鼻 咽喉 科會々報第36巻 第7號 ニ發表セ リ)

4.海 〓聽器 ニ見 タル前庭 副終 末装置 ニ就テ(大 日本耳鼻咽喉 科會 々報 第36巻 第5號 ニ發表セ リ)

5.耳 下部 ヨリ發生 シテ頭蓋 内竝 ニ内耳 ニ侵 入セル癌腫 ノ1症 例(本 誌第42年 第8號 ニ發表セ リ)

〓 自然科 擧 研究獎勵 金　 本年度に於て文部省の自然科學獎勵金を授けらるる本會員は左の如し
1.腦 外科に開する臨牀的竝實驗的研究　 九州帝國大學教授　赤 岩 八 郎君 外1名

1.體 温調節の生理及び病理　 岡山醫科大學教授　柿 沼 昊 作 君

1.微 生物に由來する熱帶病及び亜熱帶病の研究

　般員病及熟帶病學獎勵會所長　桂田富士郎君 外1名

〓 第 六囘 高等 專門 學校剣 道 大會　 岡山醫科大學學友會主催の同大會は本月15, 16の 兩目同學に

於て開催したり参加校は第七高等學校外5校 にして大分高等商業學校優勝したり

〓 第五 囘高等 専門 學校 卓球 大會　 岡山醫科大學學友會卓球部主催の同會は本月18, 19の兩日同

學に於て開催 し参 加校は 九州 醫學專 門學校外11校 に して學校「チーム」は同志 社豫科,個 人は立教豫科石橋

君 の優肪に歸 した り
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